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第
6
回
議
会
定
例
会
は
12
月
2
日
か
ら
5
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

諸
般
報
告
3
件
の
後
、
町
長
提
案
12
件
が
上
程
さ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
請
願
1
件
が
審
査
さ
れ
賛
否
同
数
と
な
り
、
議
長
裁
決
で
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。
一
般
質
問
は
8
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

︵
2
～
5
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
重
行
︶

月月月
定例会定例会定例会

物価高騰　給食費
値上げ分を補助

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

　
１
億
３
２
８
万
５
千
円
を

追
加
し
、
58
億
５
３
３
６
万

４
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
質
疑

●
教
育
費

　
学
校
給
食
費
支
援
事
業
に

３
９
７
万
５
千
円
増
額

問
　
補
助
内
容
と
財
源
は
。

教
育
課
長
　
物
価
高
騰
に
よ

り
給
食
の
材
料
、
調
味
料
が

高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
給
食
単
価
を
見

直
す
こ
と
に
伴
い
、
保
護
者

負
担
が
増
え
な
い
よ
う
増
額

分
を
町
が
負
担
す
る
も
の
で

す
。
ふ
る
さ
と
基
金
を
繰
り

入
れ
て
充
当
し
ま
す
。

●
社
会
教
育
総
務
費

　
生
涯
学
習
推
進
員
退
職
の

た
め
３
０
０
万
８
千
円
減
額

問
　
人
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト

で
は
職
員
不
足
で
す
べ
て
の

希
望
者
の
受
け
入
れ
が
で
き

て
い
な
い
と
聞
く
が
、
職
員

補
充
の
考
え
は
。

教
育
課
長
　
一
般
の
会
計
年

度
任
用
職
員
を
1
人
登
用
し

ま
し
た
。
以
前
は
希
望
者
す

べ
て
の
受
け
入
れ
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
安

全
面
を
考
慮
し
て
、
参
加
人

数
を
限
定
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

●
寄
附
金

　

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
と
し
て
歳
入
に
１
０
０

万
円
計
上

問
　
寄
附
申
し
込
み
状
況
は
。

活
用
に
は
企
業
の
希
望
が
か

な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

企
画
調
整
課
長
　
年
度
途
中

で
は
あ
り
ま
す
が
国
へ
の
手

続
き
が
整
い
、
受
け
入
れ
態

勢
が
で
き
ま
し
た
。

　
企
業
が
寄
附
を
す
る
際
は

町
が
作
っ
た
地
域
再
生
計
画

に
掲
げ
る
事
業
に
対
す
る
も

の
と
な
り
ま
す
。

●
商
工
費

　

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
推

進
事
業
に
４
７
７
８
万
３
千

円
増
額

問
　
増
額
要
因
と
返
礼
品
の

申
し
込
み
状
況
は
。
ま
た
、

返
礼
品
事
業
者
の
管
理
体
制

は
。

産
業
振
興
課
長
　
米
や
パ
ッ

ク
ラ
イ
ス
の
人
気
が
高
く
８

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
返
礼
品
提
供
事
業
者
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
返
礼

事
業
者
へ
の
指
導
を
行
い
事

故
発
生
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

　「
い
ろ
り
火
の
里
」
推
進

事
業
１
４
２
６
万
７
千
円
減

額問
　
減
額
要
因
は
。

企
画
調
整
課
長
　
な
の
花

ホ
ー
ル
の
L
E
D
へ
の
交
換

工
事
に
お
い
て
、
当
初
の
設

計
は
足
場
を
組
ん
で
の
作
業

の
見
込
み
で
し
た
が
、
高
所

作
業
車
で
の
作
業
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
減
額
修

正
す
る
も
の
で
す
。
完
成
後

は
速
や
か
に
利
用
で
き
る
よ

う
対
応
し
ま
す
。

●
消
防
費

　
常
備
消
防
事
務
委
託
事
業
　

４
１
４
万
円
増
額

問
　
増
額
要
因
は
。

危
機
管
理
室
長
　
令
和
6
年

度
の
決
算
を
し
た
と
こ
ろ
、

人
件
費
、
物
価
高
騰
の
影
響

で
不
足
額
が
生
じ
た
た
め
、

基
準
財
政
需
要
額
を
も
と
に

負
担
す
る
も
の
で
す
。

●
総
務
費

　
結
婚
推
進
事
業
１
１
２
万

円
増
額

問
　
増
額
の
要
因
と
申
請
の

状
況
は
。

企
画
調
整
課
長
　
若
い
世
代

の
結
婚
生
活
を
応
援
す
る
た

め
住
居
費
や
引
っ
越
し
費
用

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
町

外
か
ら
町
内
ア
パ
ー
ト
に
転

入
す
る
ご
夫
婦
が
増
え
て
い

ま
す
。

LED化される　なの花ホールLED化される　なの花ホール
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謹
賀
新
年

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た

令
和
８
年
の
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
議
会
改
選
が

行
わ
れ
新
た
な
議
員
が
加
わ

り
町
政
・
議
会
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
三
川
町
も
人
口
減
少
や
地

域
経
済
の
活
力
維
持
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し

て
お
り
、
議
員
一
丸
と
な
り

三
川
町
の
将
来
を
見
据
え
、

昨
年
は
四
つ
の
提
言
を
い
た

し
ま
し
た
。

　
町
議
会
は
、
こ
れ
か
ら
も

町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
政

策
へ
と
つ
な
げ
る
「
開
か
れ

た
議
会
」
を
め
ざ
し
、
議
会

改
革
や
情
報
発
信
に
こ
れ
ま

で
以
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
健
や
か
で
実
り
多
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 議　長

町野　昌弘

条
例
設
定

令
和
8
年
4
月

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

開
始
に
伴
う
条
例
の
設
定

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

　
令
和
8
年
度
か
ら
全
国
の

自
治
体
に
お
い
て
保
育
所
に

通
っ
て
い
な
い
6
ヵ
月
か
ら

2
歳
児
が
い
る
す
べ
て
の
子

育
て
家
庭
に
対
し
て
通
園
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

も
の
。
こ
ど
も
の
健
や
か
な

育
ち
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
の
育
児
軽
減
や
孤
立

し
た
育
児
の
解
消
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
三
川
町
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

設
定
に
つ
い
て

問
　
町
内
に
は
三
つ
の
園
が

あ
る
が
実
施
が
み
か
わ
保
育

園
・
幼
稚
園
の
み
の
要
因
は
。

子
育
て
支
援
室
長
　
い
の
こ

保
育
園
、
三
川
り
っ
し
ょ
う

子
ど
も
園
に
つ
い
て
は
現
在

の
体
制
で
は
受
け
入
れ
は
難

し
い
と
の
返
答
で
し
た
。

問
　
利
用
定
員
は
3
名
と
さ

れ
て
い
る
が
要
因
は
。

子
育
て
支
援
室
長
　
町
内
の

対
象
児
は
10
～
20
人
程
度
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。
広
域
で

の
利
用
も
可
能
な
た
め
1
時

間
あ
た
り
の
利
用
定
員
を
3

人
と
し
ま
し
た
。

問
　
昼
の
時
間
に
受
け
入
れ

し
な
い
要
因
は
。

子
育
て
支
援
室
長
　
1
才

6
ヵ
月
未
満
児
は
離
乳
食
対

応
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
へ

の
対
応
が
、
現
在
の
体
制
で

は
難
し
い
と
判
断
し
、
昼
の

受
け
入
れ
は
し
な
い
こ
と
と

し
ま
し
た
。

請
願
審
査

「
保
険
薬
局
も
無
料
低
額
診

療
事
業
の
対
象
と
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

関
す
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
所
管
す
る
産
業
建
設
厚
生

常
任
委
員
会
に
審
査
が
付
託

さ
れ
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
報
告
の
後
、
議

会
で
採
決
し
た
と
こ
ろ
賛
否

同
数
と
な
り
議
長
裁
決
で
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

反
対
議
員

�

志
田
德
久
、
小
野
寺
正
樹

�

佐
久
間
千
佳
、
佐
竹
優
子

賛
成
議
員

　
鈴
木
淳
士
、
土
田
市
子�

　
砂
田
　
茂
、
鈴
木
重
行

無
料
低
額
診
療
：
経
済
的
な
理
由

に
よ
っ
て
必
要
な
医
療
を
受
け
る

機
会
が
制
限
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

医
療
機
関
が
無
料
ま
た
は
低
額
な

料
金
で
診
療
を
行
う
制
度

賛
成
討
論

�

砂
田
　
茂
　
議
員

　
院
外
処
方
箋
を
も
ら
っ
た

低
所
得
の
患
者
さ
ん
が
、
安

心
し
て
薬
が
も
ら
え
る
よ
う

に
な
る
よ
う
事
業
の
拡
大
に

賛
成
し
ま
す
。

�

鈴
木
淳
士
　
議
員

　
こ
の
事
業
は
社
会
福
祉
法

へ
の
規
定
レ
ベ
ル
で
は
な
く

国
民
健
康
保
険
法
に
規
定
し
、

医
療
機
関
並
び
に
保
険
薬
局

の
負
担
軽
減
を
図
り
つ
つ
、

被
保
険
者
の
利
用
を
促
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

反
対
討
論

�

佐
竹
優
子
　
議
員

　
薬
局
業
界
は
、
調
剤
報
酬

改
定
に
よ
り
経
営
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は

業
界
団
体
と
の
間
で
丁
寧
な

対
話
と
合
意
形
成
が
必
要
で

あ
り
、
協
議
を
進
め
る
上
で

は
制
度
設
計
上
の
評
価
と
検

証
が
十
分
に
尽
く
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
反

対
い
た
し
ま
す
。

町

　道

　認

　定

大
玉
村

　視
察
受
け
入
れ

11
月
10
日

　
福
島
県
大
玉
村
議
会
の
議

会
運
営
委
員
会
・
広
報
編
集

特
別
委
員
会
8
人
が
本
町
を

訪
れ
、
議
会
運
営
や
音
声
配

信
、
広
報
の
編
集
に
つ
い
て

研
修
さ
れ
ま
し
た
。

産業団地拡張にともなう町道の延長
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12月18日総務文教・産業建設厚生の常任委員会が１年
間検討した結果を、令和７年度政策提言として町長に
提出しました。

議会から町長へ４つの政策提言

地域交通体系の拡充について
課　題
　デマンドタクシーの運行区域が町内に限定されている
ことと併せて路線バスの運行便数も減少していることな
どから、これらの乗継による町外への通院等には苦慮し
ているとの不満が寄せられている。今後、高齢化による
免許返納者の増加が予想されることから、早急な移動手
段確保が望まれるところである。

　提　言
　８月４日には庄内市町村議会議長会から「地域公共交通」に関する共同声明が示されたほか、
各自治体主宰の「地域公共交通会議」における合意形成により、町直営デマンドタクシーの運行ルー
トを町外へ拡大することが可能と受け取れる説明を、先般の行政視察先で研修してきたところで
ある。
　こうしたことから、町民各位の生活利便性向上のためにも鶴岡市や酒田市内の循環バスなどに
アクセスできる運行範囲に改善するよう、町当局の迅速かつ精力的な調整協議の展開を求めるも
のである。

国際交流事業の拡充について
課　題
　中学生のマクミンビル市との国際交流事業については、
コロナ禍による現地訪問事業の自粛により、インター
ネットによるオンライン交流に変更されたまま今日に
至っている。
　東北公益文科大学には国際学部が新設されるなど、今
後益々国際化に対する知識・経験を求める気運は高まっ
てくるものと考えられる。

　提　言
　これまでのマクミンビル市との交流再開も視野に入れながら、海外派遣の実施など他国との交
流窓口の確保に努め、中学生等の国際感覚醸成につながる事業を展開すべきである。
　その際、より多くの生徒に参加機会を提供できるよう、渡航経費については公費負担とすべき
であり、その財源確保については「ふるさと応援寄附金」の一部を「国際交流基金」へ積立造成し、
渡航経費への充当が可能になるよう財政運営の方針を確立すべきである。
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議会から町長へ４つの政策提言

空き家の利活用・解体に向けて
課　題
　町内の空き家は増加傾向にあり、そのうち老朽危険空
き家も多い。空き家の多くは耐震基準を満たさず、費用
負担や相続問題等が課題となり再利用が進まない。
　空き家は個別事情が異なるため画一的な対応が難しく、
専門知識も必要であり、解体に至るまでには長期間の対
応を要する。

　提　言
　解体や処分の相談には、民間事業者・専門家を積極的に活用するなど、職員負担を軽減し、予
防から解体・利活用まで切れ目なく対応できる体制の強化をすること。
　住民に家財整理や解体への理解を促し、利活用・解体・売却を後押しするための制度を拡充し、
その周知を積極的に行うこと。
　また、空き家解体と跡地活用を地域活性化・防災・福祉施策と連動させ、町全体の生活基盤強
化につなげるべきである。

環境に配慮した農業の推進について
課　題
　肥料等の価格高騰は農業者の負担となり、本町におい
ても環境保全型農業の取り組みは伸び悩んでいる。
　中干し※1延長による「J-クレジット制度※2」は、天候
による品質低下から減収リスクが懸念され、取り組みが
浸透していない。

　提　言
　地域農業を担う次世代に農地を引き継いでいくためにも、資材高騰や機械導入への支援など、
経営面の負担軽減を図る施策が必要である。
　あわせて、バイオ炭※3等の地域資源を有効活用する施策を検討し、「環境保全型農業直接支払
金制度」や「J-クレジット制度」等の制度周知・活用支援を進め、環境保全と農業所得確保の両
立を後押しすべきである。
　新たに消費者や女性・若手農業者の意見を取り入れるための協議の場を設置し、現場課題や新
技術、ブランド化戦略の協議を一層推進することで地域全体の農業振興を図るべきである。

※1　中干し
　水稲栽培の中期に田んぼの水を一時的に抜き、土を乾かす作業。　
通常より延長することにより、温室効果ガスとされるメタンの発生量
が削減される。
※2　「J-クレジット制度」
　省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるCO2
等の排出削減量や、適切な森林管理によるCO2の吸収量を「クレジッ
ト」として国が認証する制度。

※3　バイオ炭
　木材やもみ殻などのバイオマス（生物資源）を酸素が少ない状態で
高温加熱して作られる多孔質の炭。圃場に散布することで保湿性・通
気性が改善され、微生物の環境が整い植物の生育を助け、炭素を長期
間固定（貯留）する効果がある。
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　町政に関して議員が質問を行い、新たな
政策の提案や意見を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向へ導くものです。

一般質問
とは…

小野寺 正樹 議員 （7ページ）
●クマ出没時の安全確保を
○押切バス停留所の待合施設について
○三川音頭の継承について

土田 市子 議員 （8ページ）
●町図書室の防犯対策を
○人口の将来展望について
○公園の多面的活用の推進と整備について

鈴木 重行 議員 （9ページ）
●本町農業の持続策は
○企業版ふるさと納税について
○災害時におけるトイレ環境の整備を

砂田　茂 議員 （10ページ）
●補聴器購入費への支援を
○学校給食について
○無料低額診療事業について

12月2日、4日、5日に8人の議員が
以下の項目について質問しました。
●の内容を掲載しています。

佐竹 優子 議員 （7ページ）
●「田田」を健康づくりの拠点に
○情報セキュリティ対策について

鈴木 淳士 議員 （8ページ）
●高齢者世帯へのエアコン設置補助を
○各般にわたる行政運営の適否について
○町政全般にわたる「論語」の活用を

志田 德久 議員 （9ページ）
●川の増水対策は
○今後の予算編成は
○福祉政策について

佐久間 千佳 議員 （10ページ）
●地域計画の実効性向上を
○デジタル化の推進について

︵
6
~
11
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
砂
田
　
茂
︶

町 政 を 問 う
12月定例会

議会ホームページは
こちらから
（音声配信中）

一般質問一般質問
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

樹
き

  議員

佐
さ

竹
たけ

　優
ゆう

子
こ

  議員

町内に出没したクマ

35周年を迎えた田田
町民の健康づくりに貢献する施設運営に期待

町
民
の
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
「
な

の
花
温
泉
　
田
田
」
を
活
用

し
て
は
。町

職
員
の
配
置
や
一

般
利
用
者
と
の
導
線
、

会
場
の
大
き
さ
等
の
課
題
が

あ
り
拠
点
と
し
て
は
困
難
と

考
え
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
や
健
康
づ

く
り
事
業
の
ス
ポ
ッ
ト
的
な

実
施
は
検
討
の
余
地
が
あ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

町
内
事
業
者
と
連
携

し
、
利
用
促
進
と
共

に
「
健
康
経
営
」
を
後
押
し

す
る
利
用
料
減
免
を
導
入
す

る
べ
き
で
は
。

ク
マ
の
目
撃
情
報
が

多
く
防
災
行
政
無
線

等
で
周
知
さ
れ
て
い
る
が
、

ク
マ
出
没
時
の
安
全
確
保
策

は
。

ク
マ
の
出
没
の
際
は
、

町
で
策
定
し
た
「
ク

マ
等
出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
従
い
対
応
す
る
こ
と

と
し
、
担
当
課
で
ク
マ
の
目

撃
情
報
を
受
け
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
職
員
間
で
情
報
共

有
を
図
り
、
状
況
に
応
じ
て

町
民
に
対
し
て
防
災
行
政
無

線
や
L
I
N
E
等
で
注
意

喚
起
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
、
保
育
施
設
、

学
童
保
育
施
設
等
へ
情
報
提

供
す
る
と
と
も
に
、
職
員
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

不
測
の
事
態
が
生
じ
な
い
よ

う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
通
学
時
の
安
全
対
策
を

各
学
校
現
場
に
お
け

る
安
全
対
策
は
。

ク
マ
の
出
没
情
報
が

確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
保
護
者
へ
の
緊
急
メ
ー
ル

で
注
意
喚
起
を
行
い
、
地
域

全
体
で
児
童
・
生
徒
が
安
全

に
登
下
校
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
出
没
場
所
や
出
没
時
間
に

よ
っ
て
は
、
保
護
者
に
よ
る

送
迎
を
依
頼
す
る
な
ど
、
状

況
に
応
じ
た
対
応
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
過
度
な
不
安

を
抱
か
せ
な
い
よ
う
配
慮
し
、

基
本
的
な
心
構
え
を
日
常
の

生
活
指
導
の
一
環
と
し
て
、

安
全
意
識
を
身
に
つ
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

健
康
経
営
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
と
の
連

携
は
可
能
な
一
つ
の
方
法
か

と
思
い
ま
す
が
、
減
免
し
過

ぎ
る
と
経
営
改
善
に
結
び
つ

か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

町
と
振
興
公
社
が
で
き
る
こ

と
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
整
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
の
花
ホ
ー
ル
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
の
今
後

の
活
用
は
。

飲
食
店
を
中
心
に
声

掛
け
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
テ
ナ
ン
ト
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
一
般
に
貸
出

も
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

道
の
駅
隣
接
で
あ
る

た
め
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
て

は
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
だ
け
の
利
用

だ
と
使
用
料
が
課
題
で
あ
り
、

イ
ベ
ン
ト
貸
出
等
と
の
併
用

利
用
で
は
予
約
確
認
が
煩
雑

と
な
り
ま
す
。

　
テ
オ
ト
ル
の
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問

問 問

問

町
長

町
長

クマ出没時の安全確保策を
町長　クマから命を守る行動を

「田田」を健康づくりの拠点に
町長　スポット的な事業実施は検討の余地あり

町
長

教
育
長

副
町
長

問企
画
調
整

課
　
　長
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一
般
質
問

―
8
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

土
つち

田
だ

市
いち

子
こ

  議員

鈴
すず

木
き

淳
じゅ

士
んし

  議員

さっそく設置された
呼び出しボタン
（出入口２か所）

高齢者世帯へエアコンを…

対
象
世
帯
が
減
少
な
ら
ば

予
算
減
少
で
対
応
可
能

で
は
…以

前
提
案
し
た
エ
ア

コ
ン
設
置
補
助
事
業

に
対
応
し
て
い
れ
ば
、
今
夏

の
不
安
も
軽
減
さ
れ
た
は
ず

で
す
。

　
先
ほ
ど
の
答
弁
に
あ
る
よ

う
に
、
対
象
世
帯
が
減
少
し

た
と
す
れ
ば
、
必
要
な
予
算

額
も
少
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、

ぜ
ひ
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
事

業
を
実
施
し
て
は
。

町
で
支
援
で
き
る
対

策
と
し
て
、
町
内
会

公
民
館
を
活
用
し
た
「
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
」

に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
個
人
の

エ
ア
コ
ン
設
置
支
援
に
限
ら

ず
、
可
能
な
対
応
策
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

問

問

入
口
に
小
窓
は
あ
り

ま
す
が
、
二
階
で
も

あ
る
た
め
、
死
角
と
な
っ
て

い
ま
す
。
図
書
室
の
防
犯
対

策
は
。

現
在
、
図
書
室
に
は

２
か
所
、
閲
覧
室
に

１
か
所
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
監
視
体
制
の
整
備
を

図
る
と
と
も
に
「
防
犯
カ
メ

ラ
作
動
中
」
と
掲
示
し
犯
罪

抑
止
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
管
理
人
が
一
定

の
間
隔
で
館
内
を
巡
回
し
安

全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

犯
罪
カ
メ
ラ
は
事
件

解
決
に
役
立
つ
が
、

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ボ
タ
ン
の
設
置
の
考
え
は
。

緊
急
時
、
事
務
室
へ

知
ら
せ
即
座
に
対
応

で
き
る
よ
う
呼
び
出
し
ボ
タ

ン
を
設
置
し
、
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
ま

す
。

　
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
で

　
使
い
や
す
く

親
も
子
ど
も
も
、
の

び
の
び
と
気
兼
ね

な
く
、
ま
た
多
く
の
住
民
が

質
の
高
い
利
用
が
出
来
る
よ

う
図
書
閲
覧
室
の
配
置
換
え

や
、
本
の
整
理
は
出
来
な
い

も
の
か
。古

い
本
や
貸
し
出
し

の
さ
れ
て
い
な
い
本

な
ど
を
整
理
し
、
ま
た
ス

ペ
ー
ス
が
広
が
る
よ
う
な
レ

イ
ア
ウ
ト
を
考
え
、
多
く
の

町
民
が
明
る
く
使
い
や
す
い

図
書
室
に
な
る
よ
う
再
配
置

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

問

町図書室の防犯対策を
教育長　呼び出しボタンを設置する

高齢者世帯へのエアコン設置補助を
町長 自費で設置済み多く、補助しない方針

熱
中
症
に
よ
る
死
亡

事
故
が
多
発
し
た
今

年
の
夏
を
省
み
て
、
以
前
も

こ
の
一
般
質
問
の
場
で
提
案

し
て
い
た
「
高
齢
者
世
帯
向

け
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
金
」

を
来
年
度
予
算
に
計
上
し
て

は
。

エ
ア
コ
ン
の
設
置
が

非
常
に
有
効
で
あ
る

点
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
多
く
の
家
庭
に
エ

ア
コ
ン
が
普
及
し
て
い
て
、

高
齢
者
世
帯
に
お
い
て
も
自

費
で
設
置
済
み
の
世
帯
が
多

く
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
補

助
金
新
設
は
考
え
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
す
。

問

問

教
育
長

教
育

課
長

教
育

課
長

町
長

健
康
福
祉

課
　
　長
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

鈴
すず

木
き

　重
しげ

行
ゆき

  議員

志
し

田
だ

　德
とく

久
ひさ

  議員

大区画圃場での効率的な収穫作業

豪雨により増水した藤島川

令
和
６
年
７
月
25
日
、

26
日
の
豪
雨
で
三
川

町
を
含
め
多
く
の
地
域
が
災

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
川
の
増
水
も
そ
の
要
因
で

三
川
町
で
は
藤
島
川
の
増
水

で
内
水
被
害
が
起
こ
り
ま
し

た
。

　
藤
島
川
は
京
田
川
と
合
流
、

京
田
川
は
最
上
川
と
合
流
し

て
い
ま
す
。

　
京
田
川
と
最
上
川
を
分
離

し
河
口
を
単
独
で
日
本
海
に

流
す
こ
と
で
解
決
す
る
と
考

え
ま
す
。

　
国
、
県
に
要
望
す
べ
き
で

は
。

本
町
の
農
業
者
の
現

状
と
将
来
像
は
。

農
業
者
の
高
齢
化
が

進
行
し
て
お
り
、
今

後
10
年
程
度
で
離
農
者
が
急

増
し
、
農
業
者
が
大
幅
に
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
対
象
者

の
64
％
が
後
継
者
不
在
と
さ

れ
て
お
り
、
状
況
は
極
め
て

深
刻
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

地
域
農
業
を
持
続
さ

せ
る
に
は
何
が
必
要

と
考
え
る
か
。

本
町
農
業
の
持
続
的

発
展
に
は
農
業
所
得

の
向
上
や
農
業
者
の
育
成
確

保
と
合
わ
せ
て
、
作
業
の
効

率
化
・
省
力
化
の
推
進
や
農

業
イ
ン
フ
ラ
の
抜
本
的
見
直

し
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

少
な
い
担
い
手
で
農

地
を
維
持
す
る
に
は
、

圃
場
の
大
区
画
化
や
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
が
効
果
的
と

考
え
る
が
。

限
ら
れ
た
担
い
手
で

農
地
を
維
持
す
る
に

は
、
作
業
の
効
率
化
や
省
力

化
が
必
要
と
考
え
、
圃
場
の

大
区
画
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
国
や
県
、
土
地
改
良
区
な

ど
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

今
後
の
中
長
期
的
な

農
業
政
策
の
方
向
性

は
。

地
域
で
の
話
し
合
い

を
重
ね
な
が
ら
、
農

業
者
の
考
え
や
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
本
町
農
業
が
次
代
に

つ
な
が
る
産
業
と
し
て
継
続

で
き
る
よ
う
中
長
期
的
な
視

点
を
も
っ
て
政
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

最
上
川
と
京
田
川
の

合
流
部
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
土
砂
等
の
堆
積
に

よ
る
流
下
能
力
の
低
下
と
異

常
気
象
に
伴
う
集
中
豪
雨
と

い
っ
た
要
因
が
あ
い
ま
っ
て

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
定
期

的
な
河
道
掘
削
工
事
等
を
要

望
し
て
き
た
ほ
か
、
山
形
県

よ
り
潴
地
区
、
土
口
地
区
に

排
水
機
場
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　
内
水
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
近
隣
市
町
と
情
報
共
有
し

な
が
ら
最
適
な
解
決
策
を
講

ず
る
よ
う
に
、
国
・
県
に
対

し
て
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

問問問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

本町農業の持続策は
町長　営農継続できる環境を整備する

川の増水対策は
町長　国・県へ要望

町
長
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一
般
質
問�

―
8
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

砂
すな

田
だ

　　 茂
しげる

  議員

佐
さ

久
く

間
ま

 千
ち

佳
よし

  議員

地域の未来を語り合った
みかわの農業のあり方の意見交換会

聞こえのチェックを

高
齢
者
自
ら
、
聞
こ

え
の
状
態
を
知
る
た

め
へ
の
取
り
組
み
は
。

研
修
会
や
自
立
体
力

検
定
等
で
、「
聞
こ

え
の
チ
ェ
ッ
ク
＆
相
談
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
自
ら
聞
こ
え
の
状

態
を
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と

と
併
せ
て
、
個
別
相
談
や
補

聴
器
体
験
等
を
実
施
し
、
聞

こ
え
の
大
切
さ
の
啓
発
に
も

努
め
て
い
ま
す
。

　
有
効
な
支
援
ツ
ー
ル

聞
こ
え
に
対
す
る
補

聴
器
の
有
効
性
は
。

補
聴
器
は
、
加
齢
に

よ
り
聞
こ
え
づ
ら
く

な
っ
た
方
に
と
っ
て
有
効
な

ツ
ー
ル
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
聴
力
低
下
を
早
期
に
補
う

こ
と
で
、
日
常
生
活
の
質
が

向
上
す
る
と
と
も
に
、
社
会

的
な
交
流
や
認
知
機
能
の
維

持
に
つ
な
が
り
、
健
康
的
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
計
画
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
の
取

り
組
み
は
。

各
町
内
会
の
生
産
組

合
長
を
中
心
と
し
た

会
議
を
開
催
し
、
議
論
し
て

い
ま
す
。計

画
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
の
課
題
は
。

生
産
組
合
長
を
１
、

２
年
で
交
代
す
る
こ

と
や
、
専
業
農
家
で
な
い
方
、

実
質
的
に
農
業
を
行
っ
て
い

な
い
方
も
い
る
た
め
、
地
域

の
実
態
を
正
確
に
把
握
で
き

て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
へ
の
意
欲
に

温
度
差
が
あ
り
、
会
議
が
十

分
に
活
性
化
し
な
い
こ
と
な

ど
が
課
題
で
す
。

若
手
・
中
堅
農
業
者

で
「
地
域
計
画
促
進

協
議
会
（
仮
称
）」
を
作
り
、

中
長
期
的
に
議
論
を
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

協
議
会
と
い
う
形
に

は
と
ら
わ
れ
ず
、
将

来
の
地
域
農
業
に
意
欲
の
あ

る
若
手
・
中
堅
農
業
者
を
主

体
と
し
た
中
長
期
的
な
議
論

の
場
を
設
置
し
な
が
ら
意
見

集
約
し
、
計
画
の
実
効
性
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

担
い
手
へ
の
集
積
面

積
や
平
均
年
齢
な
ど

の
数
値
目
標
を
Ｍ
タ
ー
ン
戦

略
に
立
て
る
べ
き
で
は
。

現
在
の
M
タ
ー
ン
戦

略
で
も
Ｋ※

Ｐ
Ｉ
を
設

定
し
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
３

期
戦
略
の
中
で
も
、
農
業
経

営
者
の
割
合
や
、
認
定
農
業

者
や
新
規
就
農
者
の
割
合
な

ど
を
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

全
国
的
な
補
聴
器
購

入
費
助
成
へ
の
広
が

り
に
つ
い
て
の
認
識
と
、
本

町
で
の
助
成
へ
の
考
え
は
。

全
国
に
は
補
聴
器
購

入
へ
の
助
成
制
度
を

創
設
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

り
、
県
内
で
も
、
10
を
超
え

る
市
町
村
で
助
成
制
度
を
創

設
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る
補

聴
器
購
入
へ
の
助
成
制
度
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
捉
え
て

い
ま
す
。

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

補聴器購入費への支援を
町長　今後の検討課題と捉える

地域計画の実効性向上を
町長　議論の場を設定する

問

問

問

問問

問※
Ｋ
Ｐ
Ｉ
…
重
要
業
績
評
価
指
標

町
長

町
長
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12月議会を傍聴して12月議会を傍聴して
◎議会の開催を何で知りましたか。
　① 町の広報 0 人
　② 議会定例会のチラシ 2 人
　③ 議員から聞いた 1 人
　④ 町の LINE 0 人
　⑤ その他（議会だより） 1 人

◎ 三川町のホームページにおいて、議会定例会
での「一般質問」の音声配信を行っています。

　聴いたことはありますか。
　① 聴いたことがある 1 人
　② 知っているが聴いたことはない 3 人
　③ 音声配信を知らなかった 0 人

◎議会広報誌を読んでいますか
　① 毎号読んでいる 4 人
　② 読んだことがある 0 人
　③ 読んだことがない 0 人

◎ 議会または議員に期待することなどありまし
たら、お聞かせください。

　・ 議員の名前を読めない町民もいる。もっと
PR すべきと思う

　・ 議員とのフリートークなどから本音を知れ
たら安心だ

　・ 草刈りされていない河川敷などを議員から
視察してほしい

読者の窓読者の窓

● 議会広報誌のよく読むページや気になる取り組みはありますか？
◯ 9月発行の“みかわ議会”は中学生の懇談会の記事が大変おもしろかったです。家族で

三川町の将来について話し合っているようで大変嬉しく思いました。

● 議員の質問の意図や議論の内容が伝わる内容の記事になっていましたか。また、分か
りづらい記事等はありましたか？

◯ 時々議会の傍聴に行きますが、どの議員の方も町民の声を出し合い人手不足・資金も
少ない中で町民に寄り添えるよう町政をリードしているな～と思います。

● より読みやすい、手にとりやすい広報誌にするためにはどのような取り組みが良いか
アドバイスをお聞かせください。

◯ 各議員の質問、町の答弁をコンパクトにまとめ分かりやすくなっていると思います。
　オレンジ色の小さな文字は老人には読みにくいですけど。

●今後、議会広報誌に取り上げた方が良いと思われる事項があればお聞かせください。
◯ 国全体が“弱者切り捨て”の方向に動いているような昨今ですが、全国でも小中学校

のいじめが多い、自死が多い県と発表されていますので子供達が楽しい学校生活が送
れる様きめこまやかな対応をお願いします。

●議会への要望等があればお聞かせください。
◯ 年代の若い方、女性の方が議員に加わった事でより生活に密着し

た活動になっている様に思いますので毎回楽しみにしています。

折原洋子さん
（袖東町）
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　世界の福祉機器を一堂に集めたアジア最
大規模の国際展示会を視察しました。
機器を実際に触って機能性を確かめること
ができ、スタイリッシュな最先端の電動車
いすのランウェイショーなどのイベント等、
多くのインプットがありました。
　介護・障がいのあ
る方の自立や社会参
加について考える機
会となりました。

 ●中小企業販路拡大の支援 
展示会出展にかかる経費を補助。
ビジネス展開が広がり新規開拓につながった。

 ●農業振興策 
いちご、かんぴょう等の園芸作物も盛んであり、
施設園芸に対する補助メニューが充実している。
収入保険加入促進として保険料の一部補填。

 ●空き店舗等利活用促進
　中心市街地活性化のため 

 ●企業誘致の促進 
県の開発公社が主体となり産業団地を造成。
町独自の産業支援策も充実していると感じた。

（
12
～
13
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
土
田
　
市
子
・
佐
竹
　
優
子
）
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 ●1市２町（下野市・上三川町・壬生町）相互利用できます。 

・ 「乗り継ぎスポット」を経由することや、広域連携バス・JR を活用することで他市町の目的地
まで行くことができる。「乗り継ぎスポット」は駅や病院、商業施設の７か所にある。

・ 各市町に事前登録が必要であり、利用時はそ
れぞれに予約をする仕組み。

・ 運行エリア、料金、予約方法等は各市町で定
めている。

・相互利用は平日の午前8時から午後5時まで。

 ●下野市デマンド交通　「おでかけ号」とは 

・ 乗り合いで、自宅から目的地まで運行する。
・ 小学生以上は一人でも乗車可能で、塾通いに

も利用できる。
・ １市２町各市町の交通機関を相互利用できる

ことで自治体のわくを越えた移動が可能と
なり、連携した広域での住みやすい町づくり
の取組みを学んだ。

 ●ゆうがお English イノベーションスクール事業 

・ネイティブ English 講師とのオンライン英会話
　 一人一台の GIGA 端末を使い、中学生を対象に、外国人講師とズームによるオンラインで英

会話を実施し英会話力の向上を図ることを目的としている。
・英語検定受験料全額補助
　企業版ふるさと応援寄附金で全額補助している。
・壬生町中学生海外派遣事業
　 国際感覚豊かな青少年の育成と国際交流の推進を図ることを目的としている。令和７年度は

９日間オーストラリアへ、町内３校の２～ ３年生20名を派遣した。

 ●「まちづくり」に生かされている論語教育 

・町内すべての小学校で論語素読を行っており、論語検定に挑戦している。
・小学生だけでなく、家族にも論語教育が浸透している。
・ 町民参加の論語塾も開かれ、「まちづくり」に生か

されている。
・全国藩校サミット壬生大会開催。
・ 町民748名による論語暗唱最多人数ギネス世界記録

を達成。
・ 職員より小学生による論語作文の一例が紹介され、

論語の意味を深く理解することが心の教育に役
立っていると感じた。

行
政
視
察
研
修

壬生ギネス記録達成暗唱の様子
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（
14
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
淳
士
）

　
今
回
の
懇
談
会
は
、
は
じ

め
に
議
会
か
ら
の
話
題
提
供

と
し
て
、
町
長
に
提
出
す
る

政
策
提
言
書
（
4
～
5
ペ
ー

ジ
参
照
）
の
趣
旨
説
明
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
に
質
疑
応
答

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
空
き
家
解
体
後
の

空
き
地
は
分
譲
販
売
が
有
利

と
の
意
見
や
、
環
境
保
全
と

農
業
所
得
確
保
の
両
立
に
関

す
る
提
言
に
対
し
て
は
、
米

価
上
昇
に
対
す
る
厳
し
い
世

論
も
あ
る
と
の
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
農
政
懇
談
会
は
、
三
川
町

農
業
委
員
会
大
川
里
美
会
長

に
よ
る
講
演
か
ら
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

　﹁
農
業
に
お
け
る
女
性
活

躍
の
視
点
﹂
と
題
し
て
、
初

め
て
の
米
作
り
か
ら
始
ま
り
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
園

芸
野
菜
の
栽
培
へ
展
開
…
。

　
そ
し
て
、
横
浜
の
浦
島
小

学
校
児
童
を
招
い
て
の
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
継
続
催

行
に
よ
り
そ
の
後
の
貴
重
な

親
交
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な

ど
、
三
川
町
と
都
市
と
の
交

議 会 に よ る 政 策 提 言議 会 に よ る 政 策 提 言
町内会長と
議会議員との懇談会

農政懇談会

　町
に
は
多
く
の
課
題
が
…

　
町
内
会
長
か
ら
の
話
題
提

供
と
し
て
は
、
数
年
後
の
児

童
数
減
少
に
関
す
る
情
報
提

供
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
離
農
者
の
増
加

に
対
す
る
行
政
施
策
を
求
め

る
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
に
は
、
税
負
担
の
増
嵩

や
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費

増
額
な
ど
へ
の
不
満
と
不
公

平
感
を
抱
く
町
民
が
増
加
し
、

町
内
会
運
営
を
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

と
の
訴
え
も
出
さ
れ
る
な
ど
、

数
多
く
の
課
題
を
話
し
合
う

貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

流
の
基
礎
作
り
に
関
す
る
貴

重
な
思
い
出
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

＝
米
価
・
収
量
と
も
安
定
＝

　
庄
内
た
が
わ
農
協
成
沢
理

事
か
ら
は
令
和
7
年
産
米
の

集
荷
状
況
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
つ
づ
く
山
形
県
農

業
共
済
組
合
黒
坂
氏
か
ら
は
、

収
入
保
険
へ
の
加
入
状
況
や

保
険
支
払
い
状
況
に
関
す
る

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
庄
内

赤
川
土
地
改
良
区
理
事
長
に

就
任
し
た
志
田
敏
朗
氏
か
ら
、

三
川
町
に
関
係
す
る
令
和
7

年
度
実
施
事
業
に
つ
い
て
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

11
5

11
19

農業における女性活躍の視点農業における女性活躍の視点



令和 8 年 1 月 15 日　第 172 号15

（
15
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
佐
竹
　
優
子
）

　元我孫子市長のご経験をもとに、議会
における災害時 BCP は方法論だけでなく、
普段からの議論を活発化させるべきだと
福嶋氏は語りました。予算や条例案に「や
むを得ず賛成」ではなく、修正案がある
のを当たり前のこととし、討議の必要性
を訴えられました。

「災害時の議会・議員の役割」
中央学院大学社会システム研究所教授

福嶋 浩彦 氏

　二元代表制論から首長と議会の関係性
について解説し、政策立案に受け身では
なく議論の機会を設けるべきだと金井氏
は語りました。
　また、町村議員選挙における競争率の
低下と資質の関係性や、多様性を欠く議
員構成など多くの課題を指摘されました。

「議会改革・議会活性化のための議員活動」
東京大学大学院法学政治学研究所教授

金井 利之 氏

講演概要① 講演概要②

　県内すべての町村議会議員、事務局職員が一堂に会し、
二つの講演を聴講しました。

山形県町村議会議長会

令和 7 年度 町村議会議員研修
10 月 27 日　山形国際交流プラザ「大会議室」にて

　基
準
木
12
本
の
幹
回
り
を
測
定

　
森
林
組
合
、
林
野
庁
の
方
々
に
ご
案
内
い
た
だ
き
、

役
場
職
員
2
人
と
共
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

2
年
前
調
査
よ
り
も
幹
回
り
が
平
均
約
2
㎝
ほ
ど
成

長
し
て
い
ま
し
た
。

　ク
マ
に
は
出
会
わ
な
か
っ
た
が
…
。

　
所
々
に
ク
マ
が
樹
皮
を
剥
い
だ
跡
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
生
い
茂
る
草
を
か
き
分
け
な
が
ら
、
倒
木

を
避
け
て
進
み
、
急
傾
斜
で
滑
り
や
す
い
山
道
の
歩

行
は
、
か
な
り
の
体
力
を
消
耗
し
ま
し
た
。

　国
と
の
官
行
造
林
契
約
は
令
和
10
年
ま
で

　
町
が
希
望
す
る
一
部
の
売
払
い
に
向
け
た
調
査
や

公
売
等
の
進
め
方
や
、
持
分
譲
与
等
の
契
約
延
長
の

方
向
性
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
新
た

な
市
場
ニ
ー
ズ
に
も
注
視
し
、
関
係
機
関
と
の
調
整

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議会からは佐竹議員が参加議会からは佐竹議員が参加

　新潟県村上市（旧山北町）にある町有林は、
標高 110m～ 390mに位置し、実測面積は 78.46ha、
大部分が樹齢 70年近いスギやアカマツなどの針葉樹林。

10/21 町有林の現地実査
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私
が
珠
算
指
導
を
始
め
た

の
は
、
先
に
教
室
を
し
て
い

た
両
親
か
ら
の
勧
め
が
あ
り
、

見
よ
う
見
ま
ね
で
始
め
ま
し

た
。
次
第
に
生
徒
達
の
可
愛

さ
と
成
長
を
目
の
あ
た
り
に

し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
様

に
な
り
ま
し
た
。
両
親
や
多

く
の
先
輩
方
の
助
言
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
な
ん
と
か
や
っ
て

こ
れ
ま
し
た
。

　
計
算
、
算
数
で
も
具
体
的

で
分
か
り
や
す
い
の
が
﹁
そ

ろ
ば
ん
﹂
で
す
。
現
在
小
学

校
三
年
生
、
四
年
生
の
教
科

書
の
単
元
で
﹁
そ
ろ
ば
ん
の

計
算
﹂
が
あ
り
ま
す
。
近
年

は
、
学
校
の
先
生
も
そ
ろ
ば

ん
を
習
わ
な
か
っ
た
方
々
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
授
業
の
お

手
伝
い
を
し
て
み
よ
う
と
思
っ

た
の
が
一
年
半
前
で
、
東
京

の
大
先
輩
の
先
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
授
業
を
見
学
に
行
く

な
ど
、
夫
の
協
力
も
あ
り
、

今
回
九
月
の

押
切
小
学
校

四
年
生
の
授

業
で
、
他
校

も
合
わ
せ
て

四
回
目
に
な

り
ま
し
た
。

少
し
で
も
興

味
を
持
っ
て

算
数
に
繋
が

っ
て
く
れ
れ

ば
と
、
思
っ

て
い
ま
す
。

　
二
年
前
、
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー

ト
に
入
所
し
て
い
る
方
か
ら
、

検
定
試
験
を
受
け
た
い
と
相

談
さ
れ
、
お
手
伝
い
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
な
か
な
か

合
格
で
き
ず
何
度
も
挑
戦
し

て
や
っ
と
合
格
で
き
た
時
は
、

と
て
も
う
れ
し
く
感
激
し
ま

し
た
。

　
き
っ
と
、
そ
の
方
の
生
き

甲
斐
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
今
ま
で
い
ろ
ん
な
方
々
か

ら
応
援
、
励
ま
し
、
親
切
を

た
く
さ
ん
戴
き
ま
し
た
。
私

は
自
分
の
で
き
る
事
で
恩
返

し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　吉
田
珠
算
学
園

芝
田

　美
恵

が
ん
ば
っ
て
ま
す

シ
リ
ー
ズ
66

町
内
の
団
体
紹
介

（
16
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
小
野
寺
　
正
樹
）

　
　加
藤
碧あ

お凰
く
ん

押
切
下
町
町
内
会

（
写
真
）
小
野
寺

　正
樹

【
表
紙
の
写
真
】

編
集
室

編
集
室

　
初
詣
に
行
け
ば
、
決

　
初
詣
に
行
け
ば
、
決

ま
っ
て
お
み
く
じ
を
引
く
。

ま
っ
て
お
み
く
じ
を
引
く
。

大
体
は
吉
か
末
吉
し
か
当

大
体
は
吉
か
末
吉
し
か
当

た
ら
ず
大
吉
に
は
中
々
恵

た
ら
ず
大
吉
に
は
中
々
恵

ま
れ
な
い
。

ま
れ
な
い
。

　
心
の
中
で
大
吉
な
ど
そ

　
心
の
中
で
大
吉
な
ど
そ

ん
な
に
入
っ
て
い
な
い
と

ん
な
に
入
っ
て
い
な
い
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い

る
と
、
隣
の
人
が
大
吉
を

る
と
、
隣
の
人
が
大
吉
を

引
い
て
喜
ん
で
い
る
で
は

引
い
て
喜
ん
で
い
る
で
は

な
い
か
。

な
い
か
。

　
賽
銭
は
気
持
ち
で
い
い

　
賽
銭
は
気
持
ち
で
い
い

と
い
う
が
、
少
な
い
よ
り

と
い
う
が
、
少
な
い
よ
り

は
多
い
方
が
ご
利
益
が
あ

は
多
い
方
が
ご
利
益
が
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
今

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
今

年
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
奮
発

年
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
奮
発

し
て
み
た
が
…
。

し
て
み
た
が
…
。

　
近
年
、
地
震
や
災
害
な

　
近
年
、
地
震
や
災
害
な

ど
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
起
き

ど
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
起
き

て
い
る
の
で
私
に
は
大
吉

て
い
る
の
で
私
に
は
大
吉

が
出
な
く
て
も
い
い
の
で
、

が
出
な
く
て
も
い
い
の
で
、

何
事
も
無
い
平
穏

何
事
も
無
い
平
穏

な
年
を
願
わ
ず
に

な
年
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

は
い
ら
れ
な
い
。
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